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研究成果の概要： 
腰部黄色靭帯組織を HE 染色で観察したところ、靭帯の変性とともに血管の新生が確認された。

靭帯の変性は、脊柱管面に近い部位ではそれ程強くない一方で、背側では強く、それらに伴っ

て血管の新生状況にも差があることが明らかとなった。低酸素関連因子である HIF や VEGF の発

現は少数で確認できたが、現在のところ、靭帯の変性の程度とは相関関係を見出せておらず、

今後の更なる検討が必要であると思われた。 
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１．研究開始当初の背景 ３．研究の方法 
 脊柱管内という閉鎖された空間で脊柱管 

 手術にて摘出したヒト黄色靭帯を染色し、 
狭窄症に伴って黄色靭帯が肥厚する。元来、 

変性及び血管新生について確認する。更に、 
血管に乏しい黄色靭帯であるが、このような 

それらにおける HIF 及び VEGF の発現につ
いて検討を行い、関連性について解析した。 状況下において何故、どのように血管が新生 

してくるのかについて不明であった。   
４．研究成果 

２．研究の目的 
 腰部黄色靭帯の変性は、脊柱管面に近い部

位ではそれ程強くない一方で、背側では強く、

それらに伴って血管の新生状況にも差があ

った。低酸素関連因子である HIF や VEGF の

発現は少数で確認できたが、現在のところ、

靭帯の変性の程度とは相関関係を見出せて

おらず、今後の更なる検討が必要である。 

 脊柱管という閉鎖された空間の強い圧迫
のもと、低酸素状態に応答する機構のひとつ
としての HIF という一連の転写因子に着目
し、ヒト黄色靭帯における HIF 発現及び変性、
血管新生との関連について明らかにするこ
とを目的とした。 
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